
、



☆ 図が書けるときはまず書く！ M N LOLを言えたらラクにいけそう！
△ 0 M L と △ O N Lについて、

☆ 図形的にいくか、座標に乗せるか、
（'ベクトルか）→今回は図形で十分！ |𡵅した氐に" より0にOL（共通）

直角三角形の斜辺と他の1辺が等しいので！

!"

奮っ

4-_--.- L N M L 三 o O N L であり、M ,N は
OLに関して対称なので、川と
であり、MNとOLの交点をKとすると
M1に1人ーーしである。上のように点をとって考えて一般性を

矧灬
灬上
灘旬△ LMNの面積→<MLNの情報考えて

#

：

一躍

#

I . M L . N L . s i n LMLNここでは
幾何的に.← でもいいし.I'MN.hrでも



△ 0MLで三平方の定理より よって、

M に f た=A O L MN=f×E×F=TA
品 k i Tよって00MLの面積について

（2） 内接円の半径が 1×A=I×4×MK
i →3辺と面積わかってるので錵 O L あれ一択か .でも図形的な

i . MK=F と求められ
る。y

考察もできる！
外接円の半径△ MKLで三平方の定理より、

→ 正弦定理かと思うが、これも
1人に f j= I f 相似や 図形的に考えられるとラク！

vi
i
）

内 接 が
三角比なら〈考え方の

#

籤※- .-で
△ LMNの面積について.

いける . が（ E t） × に T



T i n TA ；気な=r:E-r
製

F-r=4r
く考え方が 準

外接円の半径について一関○☆遊、
卵も含
めて外
接円を
とれ
る！！

内接円の中心をPとおくと、対称性より
pはoににあり、kで接する。また、

#

4

#

○-
_-「薪！

図のようにQをとる（PQ t .MN。
△ M K L o s△ PA L より、

M K : M L = P Q : P L



OLを直径とする円をCとする。 〈別解〉正弦定理にしがみつく.
このとき、 L 0 M L = LONL=90°より、 3辺わかってる→余弦定理でcos
M . Nも円C上に存在する。 →sinて求める
よって、円（は△ルルの外ーー接円である。 →正弦定理！

△ LMNで余弦定理より
c o s L M L N = 15

で一妒ー=f○卦 t
囈 t鈺C

o k a MLNくばより
S i n eMLN=WT=F

（2倍角とかでもい）

咐
翔
旬外接円の半径Rは、OLが円Cの直径で よって正弦定理より

M N
あることを考えると、 2 R = sine=TE = 4

R=が 4=Is と求められる。
i.Rュ，，


